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研究成果の概要：  
 本研究の目的は、2008 年に生誕 100 年を迎えるモーリス・メルロ＝ポンティの哲学とくにその
身体論に焦点をあて、これまでの研究を総括するとともに、新たな展開の可能性を探究すること
にある。彼の身体論は、哲学にとどまらず、社会学、精神医学、心理学、美学、教育学、看護学
などの分野に刺激を与えてきた。近年さらに認知科学や脳科学、ロボット工学などの分野にも影
響を与えている。そこで本研究では、2008 年 11 月 25・26 日立教大学における国際シンポジウ
ムを始め講演会や研究会、書籍などを通じて、こうした彼の身体論研究の深まりと広がりを総括
し、新たな発展のための基盤を築いた。 
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１．研究開始当初の背景 
 メルロ＝ポンティの身体論は、これまで、
現象学や哲学にとどまらず、社会学、文化人
類学、精神医学、心理学、美学、言語学、教
育学、看護学など、幅広い分野に刺激を与え、
研究されてきた。近年ではさらに、認知科学
やコンピュータ科学、脳科学、ロボット工学
の分野でも重要な参照系となっている。とく
に、ここ 10 年、フランスやベルギーなどのフ
ランス語圏をはじめてとして、イギリスやア
メリカ、カナダなどの英語圏でも、優れた中
堅、若手の研究者による新たなメルロ＝ポン
ティ解釈が相次いで発表されており、その身
体論研究は新たな展開を見せ始めている。 
 しかし、このような多様な領域におけるメ
ルロ＝ポンティの身体論の影響と深まりを概
括する機会はこれまでなかった。 
 本研究は、メルロ＝ポンティ生誕 100 年に
際して、こうした領域の研究者を招いて、研
究討議やシンポジウムの開催、著作や雑誌の
共同編集などを行い、メルロ＝ポンティの身
体論にかんする総括的な研究を行うと同時
に、相互刺激による新たな発展の可能性を探
り、その成果を広く公開することを目的とし
た。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、第一に、哲学だけでなく
様々な分野でのメルロ＝ポンティに関する
最新の研究動向を明らかにすること、第二に
こうした各分野での展開を総括する哲学的
視点を提案すること、第三にこの総括的視点
に立って、また各分野での展開の相互刺激に
よって、新たな「身体の哲学」の構築を目指
すことにある。メルロ＝ポンティの身体論は
様々な分野で研究されているが、それらの成
果を総括する視点が待たれている。新たな
「身体の哲学」の構築は、身体論に関心をも
つさまざまな分野に刺激を与えるであろう。 
 こうした目的を達成するために、メルロ＝
ポンティの身体論の影響域を、次の二つの焦
点にしぼった。 
(1)ヨーロッパにおけるモーリス・メルロ＝ポ
ンティ研究の動向。すなわち、R. Barbaras、
M. Carbonne、M.  Richir、E. de Saint Aubert、
J.-M. Treguier、F. Dastur、J. Rogozinski、 S. 
Menase、F.Worms らによって展開されている
新たなメルロ＝ポンティ研究、とくにその身
体論を検討し、存在論、他者論、知覚論、政
治理論、および芸術論におけるその意義を探
ること。 
 フランスやイタリアを中心とするヨーロ
ッパの研究者にとって、メルロ＝ポンティの
思想は、形而上学や現象学の伝統と、構造主
義以後の現代哲学の交差点として重要な意

味をもっており、同地のメルロ＝ポンティ研
究者組織「メルロ＝ポンティ協会」は活発に
活 動 を 続 け て お り 、 機 関 誌 Chiasmi 
international もすでに 10 号を重ねている（研
究代表者松葉と連携研究者廣瀬はこの雑誌
に編集委員として参加している）。 
 すなわち一方で、フランス哲学には形而上
学の伝統、およびメーヌ・ド・ビランからベ
ルクソンに至る身体論の伝統があり、メルロ
＝ポンティの思想はこの両方にとって大き
な意味をもっている。この伝統に則ったメル
ロ＝ポンティ読解は、非常に精緻な議論を展
開してきたが、ともすると文献研究に終始
し、新たな展開を生みにくい。本研究は、こ
うした古典的伝統と、英米の認知哲学などの
新たな応用的な研究とを融合させることに
よって、新たな展開を目指すものである。 
 他方で、フランス哲学には、狭い意味での
哲学的問題だけでなく、同時代の他の科学や
社会が直面する諸問題と取り組んできた伝
統がある。この点でもメルロ＝ポンティの思
想が果たす役割は大きい。例えば、ジャン＝
リュック・ナンシーは、ヨーロッパにおける
共同体論の原型であるキリスト教の＜身体
＞に基づく共同体論を換骨奪胎しながら、現
代における共同＜体＞論を展開している。こ
うした議論は、メルロ＝ポンティの身体論の
批判的継承であり、その新たな展開であると
言える。 
 そこで本研究では、E. de Saint Aubert や 
M. Carbone、J. Rogozinski ら比較的若い世代
の研究者を招き、英米圏の議論ともつき合わ
せることによって、現代のテクノロジー社会
における身体の問題や、現代アートにおける
身体の受動性の問題など、様々な問題を討議
し、大陸的な伝統をより実証的な場へと応用
することを目指すとともに、英米系の議論
に、哲学的により精緻な次元を導入しようと
するものである。 
（2）心の科学における身体の問題性とメルロ
＝ポンティの受容を明らかにすること。また
それにあわせて、心理学・認知科学、脳科学、
ロボット工学などの心の科学、また看護学、
精神病理学、発達障害の療育などの臨床心理
学、教育心理学などの分野において、メルロ
＝ポンティの思想がどのように受容され、展
開されているかを、E. Thompson、J. Morley、
A. Noe、D.Jopling など海外の研究者、および
認知科学やロボット工学などを専門とする国
内の研究者を交えて考察し、この分野の将来
的展望を描くこと。 
 英米圏では、設立以来 31 年を迎えるアメ
リカの「メルロ＝ポンティ・サークル」を中
心に、現象学的、哲学的視点からの研究が進
められている一方で、北米の分析・言語哲学



の伝統においては、近年、ますます「心の哲
学」に研究の重心が置かれつつあるが、そこ
における現象学的身体論への関心は本格的
なものである。とくに、故フランシスコ・ヴ
ァレラやエヴァン・トンプソンの研究を通し
て、メルロ＝ポンティの身体論は研究者の関
心の中心にあると言ってよい。 
 また、認知科学者ウィノグラードやギブソ
ニアン・アプローチを取る生態学的心理学者
の影響を通して、認知科学やコンピュータ科
学、ロボット工学においてもメルロ＝ポンテ
ィの哲学は強い関心の対象になっている。本
研究は、これらの「心の哲学」および「心の
科学」における身体論の意義を、メルロ＝ポ
ンティ研究に立ち返りながら検証し、これら
の分野へのさらなる寄与の可能性を探ろう
とするものである。 
 この二つの視点に、必然的に、日本におけ
るメルロ＝ポンティ研究の展開、および身体
論の新たな展開が配置されることになる。例
えば、日本の教育学では子どもの学習に「知
的理解」だけでなく「身体的理解」が必要で
あることが強調され、身体論の重要性がとみ
に増している。また、認知科学やロボット工
学では独自の身体論の展開がみられる。 
 また本研究は、副次的にメルロ＝ポンティ
研究に関する国際的な相互刺激と交流を促
すことができた。これまで、メルロ＝ポンテ
ィ研究者相互の交流は、個別的なものであっ
たが、一同に会することによって、今後より
活発で組織的な研究の発展が期待できる。現
在、メルロ＝ポンティに限定した研究団体と
して、ヨーロッパの「国際メルロ＝ポンティ
協会」、アメリカの「国際メルロ＝ポンティ
・サークル」、日本の「日本メルロ＝ポンテ
ィ・サークル」、台湾の「メルロ＝ポンティ
学会」などが存在するが、これまでは相互の
交流は活発だとはいえない状況であった。こ
の機会を通じて、世界規模での協力体制を構
築する第一歩をしるすことができた。 
 
３．研究の方法 
  メルロ＝ポンティの哲学、とくにその身体
論に関して、最先端の研究を展開している海
外の研究者を招聘して、共同研究と国際シン
ポジウムの実施、著作や雑誌の共同編集など
を行った。そのために、研究代表者と連携研
究者は共同して、講演会や国際シンポジウム、
講演会を開催した。またそれ以外にも個々に、
研究者向けの共同研究会において海外の招聘
研究者とともに研究を発表するとともに共同
討議に参加し、その成果を著作や雑誌の形に
まとめた。 
（1）2007 年度には、第一回会議（2008 年 3
月 29 日、東京電機大学）、G. Hiltman 氏講演

会（2008 年 8 月 12 日、ウィングス京都）、
F. Worms 氏講演（2008 年 10 月 19 日、京都
日仏学館）、シンポジウム「メルロ＝ポンテ
ィと美的なもの」（2008 年 9 月 17 日、玉川
大学）を開催した。 
 また個別研究として松葉は、メルロ＝ポン
ティの身体論に基づいた共同＜体＞論の可能
性を探究した。メルロ＝ポンティの共同体論
は、間身体性の概念のなかに自他の区別を解
消してしまう一元論であるという批判が一般
的である。しかし、中期の政治論や晩年のマ
ルクス講義では、肉や襞の概念のなかに共同
性と差異性を同時に見出そうとしている。こ
の視点は、個人とその自由を前提にした自由
主義が称揚される現在、重要な意味をもつ。
しかし、この視点は共同体主義に結びつくわ
けではまったくなく、むしろジャン＝リュッ
ク・ナンシーやアルフォンソ・リンギスの共
同体論のなかにその継承を見出すことができ
る。また渡欧して国際シンポジウム参加予定
者への出席依頼と予備討議を行った。 
 河野は、メルロ＝ポンティの身体論・知覚
論を、心の哲学や認知哲学、さらには、近年
のコンピュータ科学や脳生理学の成果の文
脈の中で解釈し、その接点と共同展開の可能
性を模索した。コネクショニズム以降の認知
科学・心理学の新しい動向、とくにギブソン
の生態学的心理学とメルロ＝ポンティの身
体論を関連づけ、生態学的身体論の立場を確
立することを目指した。生態学的身体論の適
用により、従来、根本的にはデカルト的枠組
みから脱却できていなかった認知科学や心
理学の対人関係論・自己論に対して、他者認
知の身体性、自他の循環的な自己創出的関係
性、自己形成や自己認識の他者媒介性などの
観点を導入することを試みた。河野は、国際
シンポジウムにおいて発表および討議に参加
するとともに、論文や著書の形で公開した。 
 廣瀬はメルロ=ポンティの制度化概念につ
いての学位論文を延長し、構造主義以降の議
論を踏まえ、現象学がどこまで無意識やテク
ノロジーの問題を論じることができるのか
を集中的に研究し、それを現代の新たな身体
論に応用することを目指した。 
 加國は、後期メルロ＝ポンティにおける存
在論と言語、とりわけ文学の言語との関係を
考察する。後期のメルロ＝ポンティが、プル
ースト、クローデル、シモンの著作に問いか
けながら、彼自身の存在論の「ロゴス」と呼
びうるものを、これらの文学のなかの思考に
求めていたことを明らかにすることによっ
て、存在論的哲学と二十世紀の文学の交錯す
る地点に、哲学の言語の新しい可能性が開か
れていたことを提示した。 
 本郷は、メルロ＝ポンティ哲学における身



体と芸術との相関を存在の次元から探る。現
代芸術において、際だった意味を持つように
なった身体性の問題を、実際の作品分析と付
き合わせる形で検討し、メルロ＝ポンティ身
体論の射程を探ることを主眼とした。 
 村上は、小児科でのフィールドワークや精
神科医との共同研究を通して、身体論と精神
病理学の観点からメルロ＝ポンティの新しい
読解の可能性を探る。その際は特に初期の心
理学に依拠した一連の論考を参考にする。ま
たメーヌ・ド・ビランなど近代フランス哲学
との関連、およびレヴィナスなどの同時代の
哲学者との関連の中でメルロ＝ポンティを思
想史的に位置づけ直す作業を試みた。 
 (2)2008 年度には、Weiss 氏講演会（2008 年
11 月 20 日、立教大学）。コロキウム「神経
科学と哲学」（2008 年 11 月 20 日、東京大学）。
J．Rogozinski 講演会（2008 年 11 月 21 日、
慶應大学）。国際シンポジウム「新たな身体
の哲学の構築に向けた国際的研究」（2008 年
11 月 22・ 23 日、立教大学）、国際シンポジ
ウム「メルロ＝ポンティと現象学」（2008 年
11 月 25 日、立命館大学）。J.Rogozinski 氏講
演会（2008 年 11 月 27 日、大阪大学）、総括
会議（2009 年 3 月 21 日、東京電機大学）を
開催した。 
 このうちとくにメルロ＝ポンティ生誕 100
年国際シンポジウムは、この本研究の総括と
もいえるものであり、日、仏、米、英、伊、
中から 15 名の研究者を招いて、メルロ＝ポ
ンティの身体論をめぐって討議した。 
  11 月 22 日は、「歴史と自然のキアスムと
しての身体」と題して、主にメルロ＝ポンテ
ィの身体論研究の深まりについて討議した。
午前中のシンポジウム 1「自然と身体」は、
司会を加賀野井秀一（中央大学）が務め、加
國尚志（立命館大学）による「表象の彼方の
身体─メルロ= ポンティにおける身体と絵
画の理論」、Ｅ・ドゥ・サントベール（フラ
ンス国立科学センター、パリ高等師範学校、
フッサール文庫）による「『肉は鏡の現象で
ある』―誤解されている命題の出典と意味」、
および劉國英（香港中文大学）による「フッ
サールの影に対峙するメルロ= ポンティと
フィンク」の発表と討議。 
 午後のシンポジウム２は、「歴史と身体」
と題して司会を増田一夫（東京大学）が務め、
廣瀬浩司（筑波大学）による「身体の歴史的
制度化」、Ｍ・カルボーネ（ミラノ大学）に
よる「野生になるには多くの時間が必要だ─
メルロ=ポンティによるゴーギャン、ゴーギ
ャンによるメルロ=ポンティ」、松葉祥一（神
戸市看護大学）による「身体、コミュニオン、
コミュニティ」、J・ロゴザンスキー（ストラ
スブール大学）による「キアスムと可逆性」

の発表と討議が行われた。 
 11 月 23 日は、「知覚する身体の広がり」
と題して、主にメルロ＝ポンティの身体論の
広がりについて討議した。午前中のシンポジ
ウム３は、「ケアする身体」と題され、司会
を、嘉指信雄（神戸大学）が務め、J・コール
（ボーンマス大学）による「変異した身体性
─神経学的障害とメルロ=ポンティ」、G・ワ
イス（ジョージ・ワシントン大学）による「障
害と加齢の「正常な異常性」─メルロ= ポン
ティとボーヴォワール」、西村ユミ（大阪大
学）による「看護師の身体と経験の現象学─
永続的植物状態患者との相互作用を通した
コミュニケーションの可能性」、河野哲也（立
教大学）による「憑依（私における他者の身
体化）と道徳性」の発表と討議が行われた。 
 午後のシンポジウム４は「拡張する身体」
と題され、司会を村田純一（東京大学）が務
め、S・ギャラガー（セントラルフロリダ大
学、ハートフォードシャー大学）による「間
身体性と間主観性─メルロ= ポンティと「心
の理論」説の批判」、M・ツァキリス（ロン
ドン・ロイヤル・ホロウェイ大学）による「身
体性の神経現象学─行為者性と身体所有性
の間の相互作用」、岡田美智男（豊橋技術科
学大学）による「人間－ロボットの相互作用
とコミュニケーションにおける身体性」、長
滝祥司（中京大学）による「心、身体性、二
人称の観点」の発表と討議が行われた。 
 これらの発表の予稿はホームページ上
http://homepage3.nifty.com/mpc/icmpcj.html で
公開された。また会場では発表の欧文と和訳
の報告集が配布され、シンポジウム後には写
真等を含めた CD-ROM が作成され、関係者
に配布された。また、発表の大半が雑誌の特
集号として公刊された（『現代思想』総特集
メルロ＝ポンティ、2008 年 12 月）。 
 他に個別的研究として、松葉はメルロ＝ポ
ンティの歴史理論にまで展開した。また他方
で、アメリカを中心に広く行われている、看
護領域における現象学的研究方法の可能性
を、とくにメルロ＝ポンティの身体論の視点
から探った。そのために、ソウル市において
現象学的看護研究を理論的に基礎づけようと
しているナミン・リー氏（ソウル大学）らと
討議した。また、ホーチミン市において、ホ
ー市社会・人文大学で「メルロ＝ポンティの
現象学の射程」と題する講演を行うとともに、
同大学の研究者と討議を行い、メルロ＝ポン
ティと親交のあったトラン・デュク・タオに
ついての調査を行った。 
 河野は、社会制度論や権力論における生態
学的身体論の射程を探った。とくに、メルロ
＝ポンティ身体論と生態学的心理学の観点を
融合させ、技術論・テクノロジー論・人工身



体論に新しい視座を打ち立てることを目指し
た。 
 廣瀬は 2007 年度の研究を、社会的次元に
まで延長し、フーコー以降の身体の社会的性
格とメルロ=ポンティの身体論をどのように
統合できるかを研究した。そのうえでメルロ
=ポンティの自然概念の身体論的な意義を再
評価する道を探った。 
 加國は、マルディネやデュフレンヌらの芸
術哲学とメルロ＝ポンティの哲学との比較考
察などに取り組み、またヴァレリーの思想と
メルロ＝ポンティの哲学との比較考察などに
取り組んだ。 
 本郷は、アルンハイムの藝術心理学から近
年の視覚理論、アフォーダンスの理論などと
の関係を考察し、引き続きメルロ＝ポンティ
の藝術論の射程を探りつつ、そこから存在論
への道を探究した。 
 村上は、引き続き精神病理学・発達障害の
療育における方法論的な骨子という観点から
メルロ＝ポンティの読解をおこなった。また
引き続き近代フランス哲学や現代フランス哲
学の中での位置づけの作業も行った。2008 年
度には、共同研究会および国際シンポジウム
で、本研究成果を公表し、海外からの研究者
と討議を行った。 
 
４．研究の成果 
 現在、メルロ＝ポンティの身体論について
の研究、およびそこから発展した身体に関す
る研究は、社会学、心理学、美学、言語学、
認知科学、ロボット工学、精神医学、看護学、
教育学など幅広い分野で展開されている。こ
うした多様な展開は、学問の進展にとって歓
迎すべきことであるが、他方でさらなる展開
のためには、これらの分野の見解を総括し、
「身体とは人間にとって何か」、あるいは「身
体をもつ人間とは何か」という総合的な観点
をもたらす必要があるだろう。こうした綜合
的な視点を提示することこそ、哲学の役割で
ある。しかし、これまでこのような試みは部
分的なものにとどまっていた。そこで、本研
究は、エドムント・フッサールが目指したよ
うに人間諸科学と哲学の連携をめざして、現
代の身体論の地平を切り開いたメルロ＝ポ
ンティに立ち返りながら、人間諸科学の身体
論に総合的な観点をもたらす視点、新しい
「身体の哲学」を構築した。またこのような
綜合的視点は、新しい「身体の哲学」の構築
であるにとどまらず、人間科学の総括とも言
うべき新たな「人間学」の創設でもあるだろ
う。 
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